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材料加工 
材料 工業用純チタンＪＩＳ２種冷圧延材 

厚さ１ｍｍ－＞０．６ｍｍへ研削加工 

＃２０００番による表面加工 

圧延表面では方位が歪んでいます。 

研削だけでは表面が凸凹していて方位むらが
あり、極密度が低下しています。 

表面を均一にする事で方位がハッキリします。 



測定の準備 

極点測定２θ角度は正確に測定しましょう。 



測定データと解析 

データ処理は一括に行う事で、操作ミスを無くします。 



測定バックグランドの確認 

回折ピークが近接している場合、 
バックグランドにピークの影響が出る 
事があります。 

バックグランドが凸凹になる事があり
ます。 

バックグランドが凸凹になる事があり
ます。 

バックグランドを適切
な値に変更する。 



defocus 
XRDの反射極点測定ではdefocusの影響で極点図の外側で測定極密度が下がります。必ず、ｒａｎｄｏｍ材料に
よる補正が必要です。Ｒａｎｄｏｍ材料が得られない場合、計算による補正を行います。 

Defocusは測定２θ角度と受光スリット幅に影響されます。 



平滑化 

ＬａｂｏＴｅｘのような直接法は、測定データの凸凹に
反応します。 
変動を無くすために平滑化を行います。 
 
この平滑化は、 

データを碁盤の目の様に、格子状に配置した場合、
平滑化を得る位置の上下左右データと重みを付け
たデータ５点で移動平均をCycles数繰り返して平滑
化を実現しています。 



一括データ処理 

極点図は、｛ｈｋｌ｝規格化極密度を表示 

Calcでバックグランド削除、 
Ｄｅｆｏｃｕｓ補正、平滑化、 
規格化処理を行い、 

ＯＤＦで各種ＯＤＦ向けファイルを作成し
ます。 



ＯＤＦ入力データ作成 

材料選択とＯＤＦの選択 



ＬａｂｏＴｅｘ 

ＰＦｔｏＯＤＦ３で作成したEPFファイルを読み込みます。 



ＬａｂｏＴｅｘ-ODＦ解析 

ODF解析は、碁盤の目の形から、１／４対称で解析をｓｔａｒｔします。 



ＬａｂｏＴｅｘ－Ｅｒｒｏｒ表示 

Rp%=5.97入力極点図に若干のerrorが含まれている。 

Ｒｐ％は入力極点図と再計算極点図の差 
dRp%はODF図のｅｒｒｏｒを表現しています。 



LaboTex-入力極点図と再計算極点図比較 

｛００２｝再計算極点図に異常がある 
入力極点図と再計算極点図の比較を行う為に極点図をＥｘｐｏｒｔ 



Export極点図評価 

｛１０２｝極点図のｄｅｆｏｃｕｓ補正量が少ない 



Defocus補正修正 

Defocusは、受光スリット幅と測定２θに依存しています。 
今回、{102}極点図のdefocus補正を大きくするために受光スリット7mm->4mmに変更 



ODFの再計算 



ODF再計算結果のError評価 

入力極点図と再計算極点図が差が改善されています。 
 



ODF解析結果から方位解析 



BType-AType 

(-124)[210] 

(-12-14)[10-10] 

(114)[1-10] 

(11-24)[1-100] 

(114)[1-10] 

(11-24)[1-100] 

Atypeφ２＝Btypeφ２－30degである。 



ODF図の平滑化(GPODFDispay) 
LaboTexのODF図描画はギクシャクしたODF図であり、平滑化機能が貧弱である。ＡＴｙｐｅをExportすれば平滑化が可能になります。 

マウスクリックで結晶方位も計算します 



結晶方位図 
Miller Nortation (3Axis)->Miller-Bravais Nortation(4Axis) 

３指数から４指数とＥｕｌｅｒ角度を計算しています 

X:[210],Y:[010],Z:[001]    X:[10-10],Y:[-12-10],Z[0001] X:[100],Y:[-1-20],Z[001]   X:[2-1-10],Y:[0-110],Z:[0001] 



論文などからLaboTexに結晶方位登録 

(001)[210 
(001)[100] 

(-120)[210] 
(010)[100] 

(-120)[001] 
(010)[001] 

(-125)[210] 
(013)[100] 
(-124)[210] 
(025)[100] 

(-128)[0-41] 
(014)[-2-41] 
(-126)[0-31] 
(013)[-3-62] 

大阪府立大井上先生「チタンおよびチタン合金の集合組織」より 

(hkl)[uvw] 



DataBaseへ登録 
(-124)[210]の登録 



VolumeFraction 

入力極点図から計算したＯＤＦ図 VolumeFractionから計算したODF図 


